


事業概要
1. 事業期間
開始 : 2021年10月
終了（予定）: 2028年3月※

 ※2027年度まで補助金交付決定済であり、ステージゲート通過後は2030年度まで継続予定
2. 最終目標

2050年カーボンニュートラル社会の実現に向け、液化水素サプライチェーンの実証システム全体
について、性能、安全性、耐久性および信頼性の各面において成立性を確認する。

3. 成果・進捗概要
① 国内水素調達への実証計画変更に伴う、実証用機器の検証方法の見直し
② 業界団体（JH2A）における高圧水素パイプラインの標準化・規制提言を通じたルール形成へ貢献
③ 川崎重工業、岩谷産業に加え、各分野6社からの出資受入れ
④ 国内基地における2025年5月の建設工事着工ならびに液化水素貯蔵タンクや機器建屋等の施工
⑤ 液化水素運搬船における水素需要量に応じた4万m³型仕様変更に係るFEEDの完了
⑥ 液化水素運搬船に関する川崎重工業との造船契約締結
⑦ 国内水素事業者から調達する水素を国内基地へ供給するパイプラインのFEED完了およびEPC開始
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１．事業の位置付け・必要性

＜背景＞
• 日本政府の「水素基本戦略（2023年6月改定）」では、水素導入量について、

2030年に最大300万トン／年、2040年に約1,200万トン／年、
2050年に約2,000万トン／年まで拡大する目標が示されている。

• 水素基本戦略で示された導入目標実現のため、水素社会推進法（2024年成立）
により支援制度・認定枠組みが具体化された。

＜課題・方向性＞
• 国内需要に対し、安価かつ安定的な供給には海外からの海上輸送を含む
国際サプライチェーン構築が不可欠である。
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項目
FY2021 FY2022 FY2023 FY2024 FY2025 FY2026 FY2027 FY2028 FY2029 FY2030

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目

1. 調査の実施

2. 基本設計の実施と
投資判断

3. 実証設備の建設の
実施

4. 実証の実施

 予定(※)

：ステージゲート(SG)
（次ステージ移行判断）

現在

2 ．研究開発マネジメントについて ースケジュールー

※FY2027まで補助金交付決定済であり、ステージゲート通過後はFY2030まで継続予定

SG1-① SG1-② SG2 













３．研究開発成果について ーパイプラインー
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地表から溝を掘削して埋設管を敷
設し、再び埋め戻して原状復旧す
る従来工法

掘進機を油圧ジャッキで前進させ、セグ
メントと呼ばれる壁枠でトンネルを構築
する工法（大口径、長距離向）

推進管と呼ばれる円筒状のコンクリート
管を掘進機と一緒に油圧ジャッキで押し
込む工法（小口径、短距離向）

開削工法 シールド工法 推進工法

（参考）パイプライン工事手法の比較

出典：下水道の森ウェブサイト https://gesuidounomori.jp/ の図から転載











ご清聴、ありがとうございました


